
平成 28年 9月 27日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 
すまいるホーム今山／すまいるホーム青葉／すまいるホーム青葉・二番館の職員合同ですまいるホーム
今山のご利用者様の事例（○○様に変わりなく１００歳を迎えてほしい。生活継続の支援に向かって！）
をテーマに本格的なカンファレンスのご指導をして頂きました！！ 
○○様だったら・・・とご本人様の気持ちを考え各施設からいろんな意見がでました！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス タ ッ フ の 声 

 

●今回のカンファレンスを通して、自分らしく生きていきたいと思う方へ、思いやりや生活のサポート、
心のサポートを考えてみたいと思いました。どのようなカンファレンスになるか楽しみにしていまし
た。 

 これからも○○様が自分らしく、生きがい、楽しみを増やし、輝いて生活される事へ職員の心、視点
が向いたことをうれしく思っております。先生の伝え方により○○様の感心も深くなると感じました。 

 
●今回は当施設の入居者様が事例にあがったので、支援内容の提案等、とても勉強になりました。 
 今までは、食事が入らない入居者様については、施設内でのカンファレンスを行っていましたが、調
理の方も一緒にカンファレンスを行うことが有効であると聞いて、今後取り入れたいと思いました。 

 
●生きる意味、やりがい、楽しみを感じる時間をご本人中心となる時間を作れるように自然とサポート
すること。その人らしく、生活が出来ていくようにサポート、支援、介助が主となる事でもなく、側
に居る安心があって、その人らしさを大事に思う気持ちでいることを取り入れていきたいと思います。 

 
●本人様が何を思い、何を希望されているかなど、自分がその方の気持ちになり考えることの大切さを
知りました。こうすれば喜んでいただけるのかな？ではなく、色んな視点でその方自身をもっと知っ
ていく事、そして、不安にさせない様に、私自身を含め、職員同士、心を一つに接する事を共有して
いきたいと改めて強く思いました。 

 
●ミニカンファレンスを開き、利用者様一人ひとりとコミュニケーションをとる中でわかった悩み事な
どを話し合い、解決していけるようにしたいと思いました。 



 『すまいるでよかった』と思ってもらえるように利用者様中心のケアを行っていきます。 


